
医療勤務環境改善
事例報告

医療法⼈社団東洋会 池田病院
事務管理部⻑ ⾼柳 公司

医療勤務環境改善マネジメントシステム普及促進セミナー
令和元年10月16日（水）福岡開催

【事例発表２】

資料３-２
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長崎県島原市
人口総数：45,347 人

（男21,185人、女24,162人）
高齢化率：33.7％（後期高齢18.2％）
世帯数：19,672戸（2.3人/戸）

（H30.9現在）
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4F  レストラン「あいれふ」
レストラン「あおぞら」
リハプラザ「さんさん」

３F 一般病棟（21床）・地域包括ケア
（18床） 全個室ABCDタイプ
ﾌﾗﾜｰｶﾞｰﾃﾞﾝ「ひだまり」

２F  回復期リハ病棟（30床、4床室、
他個室BCDﾀｲﾌﾟ）

療養型病棟（21床、4床室5部屋、
浴室、特殊浴室

１F  診察室、内視鏡室、検査室、
放射線室、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ、

作業療法、言語聴覚室、
通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
健診ｺｰﾅｰ

診療時間
平日：午前9:00～12:30

午後2:00～5:30
日、祝日：休診

面会時間
午後2:00～8:00

（医社）東洋会池田病院 紹介

•長崎県県南地域リハビリ広域支援センター協力機関

•通所介護事業所 リハサポート（定員60名）

•通所介護事業所 リハサポート2（定員15名）

•居宅介護支援事業所 リハサポート

•複合型サービスリハサポート

•巡回型訪問介護リハサポート
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住まい

いつまでも元気に暮らすために･･･

生活支援・介護予防

� 在宅系サービス：
• 訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
• 小規模多機能型居宅介護
• 短期入所生活介護
• ・24時間対応の訪問サービス
• ・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等

•自宅
•サービス付き高齢者向け住宅等

� 施設・居住系サービス
• 介護老人福祉施設
• 介護老人保健施設
• 認知症共同生活介護
• 特定施設入所者生活介護
• 等

日常の医療：
• かかりつけ医
• 地域の連携病院

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

• 地域包括支援センター
• ケアマネジャー

通院・入院

通所・入所

介護が必要になったら･･･

介 護

� 介護予防サービス

•急性期病院
•亜急性期・回復期リハ病院

病気になったら･･･

医 療

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。
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2025年の地域包括ケアシステムの姿

急性期リハ
回復期リハ

生活期リハ

予防リハ
地域リハ

地域包括リハシステム（仮称）

（高柳再編）

池田病院

池田病院
（訪問・通所）

リハサポート
（介護サービス）

県南地域リハ
広域支援センター

当法人での取組み

なぜ勤務環境改善に
取り組んだのか？

1. 働きやすい職場づくり
2. 人材育成の為
3. 求人・人材確保の為
4. 医療・介護サービスの充実の為



職種別職員数
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長崎県地域医療介護総合確保基金事業
医療勤務改善支援事業実績書（H29年度）

区分 取り組み内容

●働き方・休み
方改善

【取り組み内容】
看護業務の負担軽減と有給や育児休暇など急な休みでも対応できるよう
に、看護補助者を補充する。

一般病棟に補助者を配置することで、看護業務に専念できようになって
きている。また、残業が軽減してきているように思われる。

●働きやすい確
保のための環境
整備

【取り組み内容】
現在、職員駐車場を法人契約で確保しているが、不足の為、通路なども
利用し日中移動等もしている。よって職員駐車場を拡充し、仕事に集中
できる環境整備をする。

職員駐車場が増え、業務中の移動がなくなり業務に支障をきたさなく
なった。

【取り組み内容】
就業に関する相談窓口を設置し、職場環境の改善や個々に合わせた支援
を検討する。また、ストレス等への支援へも役立てる。

相談窓口の設置により、親の介護の為退職を検討していた職員が相談
の結果、介護休暇を取得し、その後短時間勤務へ調整し勤務を継続でき
た例もあったように、働き方の調整等で継続して働ける環境に効果が
あったと思われる。

取り組みチーム
•勤務環境改善取組チーム
院⻑・看護部⻑・担当医師・担当委員会⻑
・総務・事務管理部⻑
アドバイザー
1.病院・法人としての取り組み内容の検討
2.改善の方向性の検討
3.労務管理等の検討

•担当委員会（業務改善委員会）
医師・看護師・その他各部署の委員
1.情報の収集
2.改善案等の提案



現状分析シート



現状分析シート結果（1709月）

領域 項目 内容 集計数
値

Ⅲ−１ 31 院内保育所等を整備している 75

Ⅲ−３ 49
職員向け院内アメニティを整備・拡充している（仮眠室、
休憩室の確保等） 60

Ⅰ−１ 2 年次有給休暇の取得率が上がっている 59

Ⅲ−３ 50
院内での職員のコミュケーションの機会を設定・拡充して
いる（職員旅行、イベント等） 56

Ⅰ−１ 5 年次有給休暇をはじめとする休暇の取得を促進している 54

Ⅰ−１ 1 時間外労働時間数が減っている 48

Ⅲ−２ 44
患者等からの暴言・暴力への対策に関する体制を整備して
いる（警備員の配置、相談窓口の整備等） 48

Ⅰ−２ 11
正職員について多様な勤務形態（短時間勤務、短日勤務、
交代制勤務、フレックスタイム制など）を活用している 47

Ⅰ−１ 3 時間外労働時間の削減に取り組んでいる 46

Ⅲ−１ 28
男性職員の育児休業取得者数が増えている/育児休業取得率
が上がっている 45

※現状把握・課題抽出のための視点に関する自施設の状況について、
「１．十分に当てはまる」「２．当てはまるが改善余地あり」
「３．全く当てはまらない」「４．把握していない」

改善への取り組み
•院内保育所はニーズを調査する。
•職員向け院内アメニティの整備は、次期の
増改築工事の図面打ち合わせに反映する。

•有給休暇は取得率の調査と上げる方法を検
討。

•時間外労働については、就業規則の周知や
所属⻑の管理体制を再確認。

•その他、休暇やセクハラ・パワハラ等につ
いても就業規則の再確認を促す。



現状分析シート結果（1803月）
※現状把握・課題抽出のための視点に関する自施設の状況について、
「１．十分に当てはまる」「２．当てはまるが改善余地あり」
「３．全く当てはまらない」「４．把握していない」
領域 項目 内容 集計数

値
Ⅲ−１ 31 院内保育所等を整備している 81

Ⅲ−３ 49
職員向け院内アメニティを整備・拡充している（仮眠室、
休憩室の確保等） 56

Ⅲ−１ 32 学童期の子どもを有する職員への支援を行っている 55

Ⅰ−１ 2 年次有給休暇の取得率が上がっている 50

Ⅲ−３ 50
院内での職員のコミュケーションの機会を設定・拡充して
いる（職員旅行、イベント等） 49

Ⅲ−２ 45
職員へのいじめ・ハラスメント対策に関する体制を整備し
ている（相談窓口の整備等） 47

Ⅰ−１ 1 時間外労働時間数が減っている 46

Ⅰ−１ 5 年次有給休暇をはじめとする休暇の取得を促進している 46

Ⅰ−１ 3 時間外労働時間の削減に取り組んでいる 45

Ⅱ 24
作業環境対策（腰痛対策や眼精疲労対策等）に取り組んで
いる 45

現状分析シート結果（1909月）
※現状把握・課題抽出のための視点に関する自施設の状況について、
項目 内容

49 職員向け院内アメニティを整備・拡充している（仮眠室、休憩室の確保等）

28 男性職員の育児休業取得者数が増えている/育児休業取得率が上がっている

57
定期的な面談等により職員が抱える事情や希望を把握し、可能な限りこれらを尊
重した配置や業務面の配慮を行い、定着を図っている。

59
組織が期待するような職員のキャリア形成（職員の業務遂行能力の向上、期待ど
おり又は期待以上の能力の発揮等）が実現されている

46
職員へのいじめ・ハラスメント対策や患者等からの暴言・暴力への対策に関する研
修や、当該研修への職員参加の支援を行っている

24 作業環境対策（腰痛対策や眼精疲労対策等）に取り組んでいる

32 学童期の子どもを有する職員への支援を行っている

38
子育て・介護を含む生活面との両立支援・ワークライフバランスに関する相談窓口
の設置や専門スタッフの配置を行っている

1 時間外労働時間数が減っている

11
正職員について多様な勤務形態（短時間勤務、短日勤務、交代制勤務、フレックス
タイム制など）を活用している



勤務医及び
看護職員等の
負担軽減計画書
（平成31年度）

地域包括ケア病棟・入
院医療管理料１

看護職員、看護補助者
配置加算には、看護職
員の負担の軽減及び処
遇の改善に資する体制
が整備されている。

まとめ
•就業規則等の基本的な労働条件等の再確認と周
知の機会となった。

•現状分析を通して、就業規則への誤解や理解不
足などを知ることができた。

•残業の取り方や、休暇の取り方など部署間に違
いがあったが、統一できるようになった。

•ハラスメントの状況把握の機会となった。
•働きやすい環境整備への取組がアピールできた。



くるみん認定取得
「子育てサポート企業」として、
厚生労働大臣の認定を
受けた証です。
次世代育成支援対策推進法に基
づき、一般事業主行動計画を策
定した企業のうち、計画に定め
た目標を達成し、一定の基準を
満たした企業は、申請を行うこ
とによって「子育てサポート企
業」として、厚生労働大臣の認
定（くるみん認定）を受けるこ
とができます。

（令和元年7月）

求人応募数増加


